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鋭
い
質
間
に
答
弁
者
側
も
真
剣

　
　
　
　
　
　
　
　
活
発
だ
っ
た
青
年
議
会

　
青
少
年
連
絡
協
議
会
（
丸
山
実
会

長
）
主
催
の
青
年
議
会
は
、
去
る
十

一
月
三
十
日
（
日
）
市
民
会
館
ホ
…

ル
を
議
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
平
均
年
齢
二
十
二
．
二
歳
の
青
年

議
員
（
男
十
四
人
・
女
七
人
）
と
答

弁
者
（
春
日
市
長
を
は
じ
め
、
助
役
、

収
入
役
、
教
育
長
、
総
務
課
長
、
企

画
財
政
課
長
、
建
設
課
長
、
農
林
課

長
、
商
工
課
長
、
環
境
課
長
、
社
会

教
育
課
長
、
社
会
福
祉
事
務
所
長
）

は
議
場
壇
上
に
そ
れ
ぞ
れ
八
の
字
型

に
な
ら
び
、
青
年
の
質
問
と
そ
れ
に

対
す
る
答
弁
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
青
年
議
員
の
質
問
は
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
も
の
で
す
が
、
い
ず
れ
も
本
市

黒懲

囎
屡

縣
職
糺

◎
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り
ま
す
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ド

　
　
　
　
又
、
べ
に
ざ
け
は
川
を
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉦
耶
　
」

馳
轡
灘

ぞ
玖
凝
鳶
嚇

の
現
状
に
直
面
し
た
も
の
や
、
市
将

来
の
問
題
な
ど
今
後
の
十
日
町
市
発

展
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
ば
か
り
で

し
た
。

　
な
お
、
議
場
に
は
、
た
く
さ
ん
の

傍
聴
者
が
集
ま
り
熱
心
に
メ
モ
を
と

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
明
日
の
十
日
町
を
考
え
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
開
か
れ
た
青
年
議
会
は
、

活
発
な
討
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　
…
質
間
す
る
大
熊
さ
ち
こ
議
員

質
間
要
旨

　
福
祉
関
係
…
精
薄
児
及
び
肢
体
不

自
由
者
（
児
〉
の
問
題
．
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
。
保
育
所
問
題
等
，

　
道
路
問
題
…
冬
期
間
の
交
通
確
保

（
除
雪
対
策
）
。
道
路
の
整
備
等
．
、

　
産
業
間
題
…
織
物
産
業
と
農
業
の

展
望
。
農
業
の
振
興
対
策
。
冬
期
間

の
仕
事
確
保
に
つ
い
て
。
農
業
後
継

者
育
成
。
出
稼
ぎ
問
題
。

　
そ
の
他
…
教
育
問
題
。
青
少
年
の

育
成
　
水
質
汚
染
に
つ
い
て
　
雪
ま

つ
り
関
係
。
掲
示
板
と
回
覧
板
，
公

共
施
設
の
建
設
。

農
地
の
転
用
に
は
許
可

　
申
請
を

　
田
畑
等
農
地
を
住
宅
、
工
場
建
築
、

植
林
等
の
目
的
で
農
地
以
外
に
転
用

す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
に
よ
り
県

知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
申
請
し
て
か
ら
許
可
に
な
る
ま
で

約
二
ヵ
月
位
要
し
ま
す
の
で
早
目
に

申
請
を
し
、
許
可
を
受
け
て
か
ら
工

事
に
着
手
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
く
わ
し
く
は
お
近
く
の
農

業
委
員
ま
た
は
市
農
業
委
員
会
養

し
…
．
．
．
．
、
、
番
V
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。内

職
相
談
の
ご
利
用
を

　
最
近
、
家
庭
の
外
で
働
ら
く
こ
と

か
困
難
な
L
婦
等
の
内
職
希
望
や
内

職
発
注
事
業
所
等
の
求
人
相
談
が
増

加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
．
、
県
で
は
、

つ
ぎ
の
日
程
で
巡
回
内
職
相
談
を
開

催
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
と
き
　
十
二
月
十
九
日
（
毎
月
第

　
．
．
一
金
曜
日
、
一
月
の
み
第
四
金
曜

　
日
〉
午
前
十
時
～
午
後
三
時

　
と
こ
ろ
十
日
町
市
役
所

　
公
給
領
収
証
を
お
忘

　
れ
な
く

　
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で
料
理
店
、

飲
食
店
、
旅
館
な
ど
を
利
用
し
た
場

合
に
は
、
十
露
の
料
理
飲
食
等
消
費

税
が
か
か
り
、
お
店
で
は
公
給
領
収

証
を
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
が
料
金
と
い

っ
し
ょ
に
税
金
を
納
め
た
し
る
し
で

す
か
ら
、
必
ず
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
一
定
の
金
額
（
宿
泊
し

た
と
き
一
人
三
千
四
百
円
、
飲
食
し
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年
末
年
始
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て
は
、
燃
え
る
ご
み
だ
け
つ

ざ
の
日
程
で
収
集
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
燃

λ
な
い
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
焼
却
場
へ
の
持
込
み

は
十
、
一
月
三
十
一
日
ま
で
受
付
け
ま
す
。
年
始
の
収
集
は
一
月

五
日
か
ら
平
常
通
り
収
集
し
ま
す
。

特
別
年
末
収
集
区
域
表

日

町
　
　
内
　
　
名

本
町
東
一
、
宮
下
東
・
西
、
諏
訪
町
、
神
明
町
、
学
校
町
、

水
野
町
、
若
宮
町
、
田
中
東
・
西
・
本
通
り
、
川
原
町
、

12
月

田
川
町
一
～
、
二
、
上
川
町
、
新
座
一
～
四
、
本
町
四
．
五

29
日
（
月
）

・
六
の
一
～
三
、
西
浦
東
・
西
、
昭
和
町
四
、
旭
町
、
稲

荷
町
一
・
二
・
三
の
東
、
本
町
七
の
一
～
二
、
三
和
町
、

四
日
町
、
四
日
町
新
田

高
田
町
一
～
五
、
高
田
町
三
東
・
西
・
南
、
丸
山
町
、
稲

荷
町
三
本
通
り
・
三
南
・
北
・
西
、
西
本
町
、
稲
荷
町
四
、

千
代
田
町
、
八
幡
田
町
、
島
、
春
日
町
一
～
三
、
桜
木
町
、

美
雪
町
、
錦
町
、
高
山
二
・
三
・
四
、
本
町
一
上
．
下
、

12
月

本
町
西
一
、
本
町
二
、
袋
町
東
・
中
・
西
、
昭
和
町
一
、

30
日
（
火
）

栄
町
、
山
本
町
一
～
五
、
川
治
上
町
・
中
町
．
下
町
、
内

後
、
谷
内
丑
、
千
歳
町
、
寿
町
、
河
内
町
、
妻
有
町
、
水

沢
国
道
沿
い
、
本
町
三
、
昭
和
町
二
～
三
、
加
賀
糸
屋
町
、

関
口
樋
口
町
、
西
寺
町
、
七
軒
町
、
泉
町
、
駅
通
り
、
北

新
田
、
城
之
古
、
中
条
・
下
条
国
道
沿
い

た
と
き
干
七
百
円
）
以
下
の
飲
食
や

宿
泊
に
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
（
十
日
町
財
務
事
務
所
）

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業

　
▽
大
渕
幸
市
（
中
条
上
町
）
：

衣
類
▽
丸
山
喜
平
（
吉
田
山
谷
）
香
典

返
し
…
…
一
二
万
円
▽
内
藤
直
義
（
椌

木
）
…
…
千
円
▽
服
部
会
計
事
務
所

…
…
六
千
五
百
二
十
九
円
▽
手
島
渉

（
田
川
町
三
）
…
…
千
円
▽
匿
名
…

…
干
五
百
円
▽
小
原
ク
ニ
（
原
）
・

…
モ
円
▽
大
井
田
扇
踊
会
…
：
二
万

円
▽
十
日
町
専
門
店
会
…
…
二
十
万

円
▽
酒
井
晃
（
駅
通
り
）
香
典
返
し

…
…
十
万
円
▽
市
農
協
・
婦
人
部
…

…
十
万
円
▽
俵
山
タ
ケ
（
中
条
中
町
）

…
…
も
ち
米
二
斗

　
歳
末
た
す
け
合
い

　
▽
庭
野
日
敬
…
…
二
十
万
円
▽
群

馬
県
人
会
：
…
三
千
円
▽
大
渕
幸
市

（
中
条
上
町
）
…
…
衣
類
▽
馬
場
小

P
T
A
…
…
衣
類
▽
市
農
協
…
…
衣

類
。

　
公
民
館
へ

　
▽
酒
井
晃
（
駅
通
り
）
…
…
五
万

円
（
図
書
購
入
費
と
し
て
）
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究
皇
ハ
年

　
　
　
　
多
改
ゼ
σ
へ

撤
翫
が
「
交
通
安
全
祈
願
」

穣
冬
の
吹
き
さ
ら
し
で
、
こ
の
と
こ
ろ
一
段

　
と
冷
え
込
ん
だ
早
朝
の
街
角
。

　
キ
リ
ッ
と
し
た
制
服
に
身
を
つ
つ
ん
だ
大

　
島
新
三
隊
長
の
警
笛
は
、
威
勢
よ
く
鳴
り
、

　
真
白
い
手
袋
が
冬
の
陽
ざ
し
に
印
象
的
に

　
映
え
た
、
t
。

零
こ
う
し
た
交
通
指
導
員
（
常
勤
二
名
、
非
常

　
勤
十
名
）
の
努
力
や
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

　
ご
協
力
に
か
か
わ
ら
ず
、
悲
惨
な
交
通
事

　
故
は
後
を
た
た
ず
、
昨
年
市
内
で
は
、
死
者

　
六
人
、
負
傷
者
百
六
十
九
人
が
犠
牲
に
な

　
り
ま
し
た
。
交
通
事
故
絶
滅
は
「
運
転
者
、

　
歩
行
者
の
自
覚
が
最
も
大
切
」
と
い
う
も

　
の
の
、
不
注
意
に
よ
る
事
故
、
悪
質
な
飲

　
酒
運
転
事
故
な
ど
も
ひ
ん
ぱ
ん
に
起
き
て

　
い
る
。

穣
年
の
始
め
に
あ
た
り
、
交
通
指
導
員
は
全

　
員
で
諏
訪
神
社
に
参
拝
　
　
．

　
　
こ
と
し
が
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
年
で
あ
る

　
よ
う
「
交
通
安
全
祈
願
」
を
行
な
い
ま
し
た
．

壌
市
民
み
ん
な
で
交
通
安
全
を
心
が
け
、
こ

　
　
と
し
こ
そ
、
悲
惨
な
事
故
を
な
く
し
た
い

　
　
も
の
。
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麟鵜虜
　去る49年8月から2ヵ年継続事
業で進められてきた西小学校の
建設は、5億3千5百万円（土地を
除く）でこのほど完成。西小通学

区域のこどもたちは、51年4月開
校を今から楽しみにしています。

　年のあじめにあたり、西小通
学区域の6名の方から、西小完成
についての感想など話
ってもらいました。　　　峯彗㌔

鮫
捨…

饒
鐵
、
，

　
　
　
地
域
民
の

「

八島　勉
　（稲荷町4）

　西小学校は、市街地の北西部（本町西線の西側）のすぐれた教育環境
のなかに、温水暖房付きの近代的校舎が建設されました。西小学校の
通学区は国鉄飯山線以西川治川から田川までの間（十日町小と川治小
通学区の一部を分離）となります．十日町校舎と川治校舎で、それぞれ
学んでいた西小のこどもたちは、昭和51年4月から一緒に、のびのびと
勉強ができることになります。

「
心
」
を

声

　
立
派
な
校
舎
が
完
成
し
、
内
部
設

備
も
近
郷
随
一
と
い
う
。
加
え
て
、

私
は
用
地
測
量
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
り
で
恵
ま
れ
す
ぎ
る
ほ
ど
に
西
小

に
掛
か
り
合
っ
て
き
た
の
に
、
何
故

今
に
な
っ
て
も
う
れ
し
い
と
は
思
わ

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
で
も
、
西
小
の

設
備
に
ご
芳
志
く
だ
さ
っ
た
方
々
や

格
別
の
ご
配
慮
を
寄
せ
ら
れ
た
市
の

方
々
へ
の
お
礼
の
気
持
は
日
々
深
ま

っ
て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
花
の
咲

く
頃
に
な
れ
ば
、
き
っ
と
俺
ら
子
を

気
持
よ
く
送
り
出
せ
る
と
お
約
束
い

た
し
ま
す
。
学
校
側
に
お
か
れ
て
は
、

こ
の
心
の
動
き
を
お
汲
取
り
い
た
だ

き
ま
し
て
、
教
育
の
果
た
す
「
師
の

人
格
」
の
偉
大
な
役
割
に
つ
い
で
十

分
ご
配
慮
い
た
だ
け
な
い
も
の
で
し

ょ
う
か
。

飯塚美和子
（高山第四）

よ
り
よ
い
校
風
を

富目

て
よ
う

　
去
る
十
二
月
十
日
、
新
設
さ
れ
た

西
小
学
校
を
見
学
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
、
や
っ
と
名
実
共
に
「
西
小
の
父

兄
」
と
い
う
実
感
を
か
み
し
め
て
い

ま
す
。
ま
だ
、
内
部
設
備
も
な
く
、

生
徒
の
姿
も
見
え
ず
閑
散
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
か
ら
、
子
ど
も
達
の

喚
声
に
満
ち
く
た
活
気
あ
る
学
校

が
想
像
で
き
、
開
校
日
が
待
た
れ
て

な
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
外
観
ば
か
り

で
な
く
、
西
小
と
し
て
よ
り
よ
き
校

風
を
培
い
、
誇
れ
る
学
校
と
し
て
発

展
す
る
よ
う
見
守
っ
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

村山秀夫
　（春目町一一）

安
心
で
き
る
通
学

路
の
確
保
を

　
今
春
は
西
小
学
校
の
実
質
開
校
で

す
。
市
当
局
及
び
関
係
各
位
の
方
々

ご
苦
労
様
で
し
た
。
総
経
費
九
億
円

を
投
じ
た
と
い
う
鉄
筋
三
階
建
の
見

事
な
建
物
の
な
か
に
近
代
的
設
備
が

整
い
、
ま
さ
に
教
育
の
殿
堂
で
も
あ

り
ま
す
。
喜
び
の
反
面
、
心
配
な
の

が
通
学
路
の
問
題
で
す
。
安
心
で
き

る
通
学
路
の
確
保
、
特
に
冬
場
の
通

学
路
の
確
保
に
市
当
局
は
万
全
な
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

山田スイ
（稲荷町3北）

三
者
一
体
で
盛
り

た
て
よ
り
つ

　
日
本
一
長
い
信
濃
川
を
臨
み
、
遺

跡
の
上
に
完
成
し
た
西
小
学
校
。
周

囲
に
は
、
民
族
資
料
館
等
公
共
施
設

が
建
つ
予
定
で
環
境
と
し
て
申
し
分

あ
り
ま
せ
ん
。
新
校
舎
で
勉
強
す
る

こ
ど
も
達
は
、
お
の
ず
と
学
習
意
欲

も
わ
い
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、
厳
し

い
川
風
に
負
け
な
い
体
力
も
つ
く
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
歴
史
始
ま
っ

た
西
小
学
校
に
、
私
達
学
区
住
民
は

学
校
関
係
者
、
生
徒
、
三
者
一
体
と

な
っ
て
盛
り
た
て
て
い
か
な
く
て
は

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
学

区
分
離
統
合
に
際
し
て
は
、
計
画
を

急
い
だ
余
り
に
学
区
住
民
を
無
視
し

て
き
め
ら
れ
た
こ
と
。
あ
る
い
は
、

校
舎
完
成
ま
で
の
一
年
間
、
教
育
の

現
場
を
混
乱
さ
す
よ
う
な
措
置
な
ど

の
一
面
か
ら
行
政
の
す
る
こ
と
に
疑

問
を
感
じ
て
い
ま
す
。

嚢

諸設備の整った屋内運動場
機能的に設計された廊下

0
㊦

田川元之
　1西本町）

校
庭
に
桜
を
植
え

　
よ
や
つ

　
市
内
で
も
最
高
級
の
設
備
と
環
境

を
備
え
た
西
小
学
校
。
こ
ん
な
学
校

に
は
い
る
こ
ど
も
た
ち
は
、
非
常
に

幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
市

の
予
算
だ
け
で
は
で
き
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
昨
年
、
稲
和
会
は
創
立
記

念
事
業
と
し
て
記
念
植
樹
を
し
ま
し

た
が
、
今
年
は
西
小
通
学
区
内
の
父

兄
や
青
年
の
方
々
が
中
心
に
な
っ
て

秋
頃
校
庭
に
桜
を
植
え
て
は
ど
う
か

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
通
学
道
路
に

つ
い
て
で
す
が
、
高
山
地
区
や
駅
裏

の
こ
ど
も
た
ち
は
特
に
登
下
校
時
、

車
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
冬
の
通
学
に
つ
い
て
は
、
＼

（第3種郵便物認可）昭和51年1月m日とお∬9お（3）

〆
こ
ど
も
た
ち
の
危
険
は
倍
増
さ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
本
町
西
線
だ
け
で

も
、
で
き
る
だ
け
早
く
消
雪
パ
イ
プ

ま
た
は
川
治
川
、
田
川
の
水
を
せ
き

止
め
て
流
水
道
路
と
す
れ
ば
こ
ど
も

た
ち
の
危
険
は
少
な
く
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

長谷川キミ
　（千代田町）

親
自
身
も
満
足
感

を
味
わ
う

　
す
ば
ら
し
い
西
小
校
舎
の
完
成
を

見
て
、
今
の
こ
ど
も
達
は
、
幸
せ
だ

な
あ
と
感
じ
る
と
同
時
に
、
親
自
身

も
満
足
感
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
P
T
A
設
立
準
備
委
員
会
の

末
端
に
加
わ
っ
て
活
動
し
て
み
ま
す

と
、
充
実
し
た
西
小
学
校
に
す
る
に

は
、
学
区
の
み
な
さ
ん
や
父
兄
た
ち

の
協
力
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

昭
和
5
1
年

4
月
か
ら

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
日
本
の
明
日
を
世
界
の
明

日
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

精
一
ぱ
い
の
努
力
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

西野政男
（西小学校長）

節
度
と
覇
気
あ
る

学
校
運
営
を

　
最
近
の
地
方
財
政
は
、
経
済
情
勢

の
激
変
に
伴
う
不
況
の
深
刻
、
長
期

化
に
よ
る
税
の
落
ち
込
み
等
に
よ
り

重
大
な
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
が

こ
の
中
で
巨
費
を
投
じ
、
す
ば
ら
し

い
建
築
と
施
設
々
備
の
充
実
に
あ
た

ら
れ
た
市
ご
当
局
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
環
境
の
中
で
新

し
い
西
小
学
校
の
教
育
活
動
が
力
強

く
ス
タ
ー
ト
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
西
小
に
集
ま
っ
た
私
た
ち
は

同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
進
む
集
団
で

す
。
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
に
教
職
員

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
十
分
に
生
か
さ

れ
る
か
ど
う
か
が
学
校
経
営
の
成
否

の
鍵
で
あ
り
ま
す
。
節
度
と
覇
気
の

あ
る
一
体
感
、
モ
ラ
ル
の
高
い
西
小

の
職
員
と
し
て
、
初
年
度
の
経
営
を

全
職
員
で
勇
気
を
も
っ
て
展
開
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
分
離
統
合
と
い
う

こ
と
で
、
最
初
は
問
題
点
も
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
児
童
、
職
員
、

父
母
一
体
と
な
っ
て
「
明
る
く
、
立

体
的
に
思
考
し
、
活
動
す
る
バ
イ
タ

リ
テ
ー
に
富
む
子
ど
も
」
を
創
る
よ

う
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

西小戟学前児童の身長測定

村山邦子
UII治校舎5年）

　
　
　
　
　
　
　
　
・

籍
西
小
を
見
学

獅
　
　
　
　
し
て

　
　
　
　
　
心
は
う
き
う
き
し
た
り

　
　
』

　
　
　
　
不
安
な
気
持
で
見
学
に
出

孫
か
け
た
・
遠
く
客
は
じ

㌧
の
』
て
み
拳
校
は
、
実
に

参
　
　
き
れ
い
で
思
わ
ず
声
を
あ

た
げ
た
く
な
る
ほ
ど
で
し
た
．

噛
校
舎
に
入
っ
て
み
る
と
、

　
　
　
　
教
室
の
戸
の
色
が
一
段
と

潔
美
し
く
感
じ
ま
し
た
・
一

簸
番
い
い
と
思
っ
た
こ
と
は
・

　
　
　
　
理
科
室
と
調
理
室
が
別
々

　
　
　
　
に
あ
る
し
設
備
も
き
ち
ん

と
整
っ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
こ
ん

な
と
こ
ろ
で
早
く
勉
強
し
た
い
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。

　
い
い
友
達
が
で
き
る
か
も

　
西
小
学
校
を
見
学
し
て
、
い
ち
ば

ん
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
各
教

室
の
設
備
や
体
育
館
が
広
か
っ
た
こ

田中保雄
（十日町校舎5年）

と
で
す
。
で
も
設
備
が
よ
く
て
も
、
友

達
と
別
れ
る
の
が
一
番
残
念
で
す
。

楽
し
み
な
の
は
、
い
い
友
達
が
で
き

る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

藤ノ木真弓
（十日町校舎5年）

す
ば
ら
し
い
設
備
に
感
激

　
西
小
学
校
へ
行
く
よ
ろ
こ
び
で
心

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
れ
は
、
ベ
ラ

ン
ダ
や
大
き
な
体
育
館
、
広
い
家
庭

科
室
、
理
科
室
な
ど
す
ば
ら
し
い
設

備
で
感
激
で
す
。
体
育
館
は
、
の
ぼ

り
づ
な
や
て
つ
ぼ
う
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

の
ボ
ー
ル
を
入
れ
る
所
が
六
つ
と
い

ろ
い
ろ
あ
っ
て
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

大島芳弘
（川治校舎5年〉

　
お
も
い
き
り
運
動
し
た
い

　
西
小
学
校
は
、
川
治
小
と
ち
が
っ

て
、
と
て
も
設
備
が
い
い
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。
ど
こ
の
教
室
も
ス
チ
ー

ム
暖
房
で
暖
か
く
そ
の
ほ
か
、
数
え

き
れ
な
い
ほ
ど
よ
い
所
が
あ
り
ま
し

た
。
特
に
印
象
を
受
け
た
の
は
、
運

動
場
で
す
。
運
動
場
は
、
と
て
も
広

い
し
、
ス
テ
ー
ジ
は
つ
い
て
い
る
し
、

二
階
の
観
覧
席
ま
で
あ
る
の
で
本
当

に
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
運
動
場
で
お

も
い
き
り
運
動
し
た
い
と
四
月
に
な

る
の
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
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ニ
ニ
ニ
ま
ニ
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西
小
卒
業
児
童
は
　
　
　
　
　
羅
嘱
艸
雛
砂
堰
騒
襲
合
斜
闘
勤
肝
動
譲
謬
聡
集
ま
り
ま
し
菟
　
　
　
　
　
－
月
2
8
日
か
皐
手
．
橘

南
中
学
校

　
市
教
委
で
は
、
西
小
学
校
児
童
の

卒
業
後
入
学
す
べ
き
中
学
校
に
つ
い

て
、
学
区
審
議
会
に
答
申
を
求
め
る

な
ど
検
討
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
、
通
学
区
域
に
関
す
る
規

則
を
一
部
改
正
（
昭
和
五
十
一
年
四

月
一
日
施
行
）
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

定
め
ま
し
た
。

　
西
小
学
校
児
童
の
卒
業
後
入
学
す

べ
き
中
学
校
…
…
市
立
南
中
学
校
と

す
る
。

　
　
　
　
へ
入
学

　
南
中
学
校
の
通
学
区
域
…
…
川
治

小
学
校
、
八
箇
小
学
校
、
六
箇
小
学

校
、
六
箇
小
塩
之
又
分
校
及
び
西
小

学
校
の
通
学
区
域
の
全
域
と
な
り
ま

す
。　

な
お
、
改
正
後
の
南
中
学
校
の
通

学
区
域
中
西
小
学
校
の
通
学
区
域
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
…
…
◇

昭
和
五
十
年
度
西
小
学
校
の
卒
業
生

に
つ
い
て
は
、
十
日
町
校
舎
の
児
童

は
十
日
町
中
学
校
の
、
川
治
校
舎
の

十
一
日
現
在
、
十
日
町
中
学
校
に
在

学
し
て
い
る
も
の
は
従
前
ど
お
り
の

通
学
区
域
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
区

域
外
就
学
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
の

許
可
を
受
け
、
十
日
町
中
学
校
に
在

学
し
て
い
る
も
の
は
，
そ
の
許
可
条

件
に
よ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
不
明
の
点
に
つ
い
て
は
、

市
教
委
庶
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー
建
設
募

金
に
二
百
七
万
円

ニ
コ
ロ
ニ
ー
建
設
募
金
運
動
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
二
百

七
万
二
千
六
百
十
五
円
の
募
金
が
集

ま
り
ま
し
た
。
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

連
合
会
は
、
寄
せ
ら
れ
た
こ
の
暖
か

い
善
意
の
お
金
を
昭
和
五
十
一
年
、

北
魚
沼
郡
堀
之
内
町
栗
の
木
平
に
建

設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
魚
沼
ミ
ニ
コ

ロ
ニ
i
建
設
基
金
と
し
て
、
有
効
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
魚
沼
地
区
二
市
三

郡
全
体
の
基
金
総
額
一
千
三
百
四
十

五
万
九
千
三
百
二
十
一
円
の
募
金
が

ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー
と
は

　
心
身
障
害
者
更
生
施
設
の
こ
と
で

す
。

　
県
で
は
、
中
、
軽
度
の
障
害
児
者

対
象
の
施
設
ば
か
り
で
な
く
、
最
も

保
護
指
導
を
必
要
と
す
る
重
度
の
障

害
者
施
設
に
つ
い
て
、
年
次
計
画
で

整
備
し
よ
う
と
計
画
が
進
め
ら
れ
、

昭
和
五
十
一
年
度
は
、
魚
沼
地
区
に

精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
の
建
設
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
区
が
ダ
イ
ヤ
ル
式
に

　
千
手
・
橘
地
区
の
電
話
は
、
一
月

二
十
八
日
午
後
二
時
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル

式
電
話
に
切
り
替
え
ま
す
。

　
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
な
る
と
、
千
手
局

の
市
外
局
番
・
電
話
番
号
お
よ
び
か

け
か
た
が
変
更
に
な
り
、
　
「
市
外
局

番
は
〇
二
五
七
六
」
、
　
「
電
話
番
号

は
八
f
X
×
×
×
」
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
川
西
有
放
へ
お
か
け
に
な

る
と
き
は
「
〇
二
五
七
六
〇
」
を
ダ

イ
ヤ
ル
し
て
「
川
西
有
放
」
と
お
つ

げ
く
だ
さ
い
。
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）
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麟鵜虜
　去る49年8月から2ヵ年継続事
業で進められてきた西小学校の
建設は、5億3千5百万円（土地を
除く）でこのほど完成。西小通学

区域のこどもたちは、51年4月開
校を今から楽しみにしています。

　年のあじめにあたり、西小通
学区域の6名の方から、西小完成
についての感想など話
ってもらいました。　　　峯彗㌔

鮫
捨…

饒
鐵
、
，

　
　
　
地
域
民
の

「

八島　勉
　（稲荷町4）

　西小学校は、市街地の北西部（本町西線の西側）のすぐれた教育環境
のなかに、温水暖房付きの近代的校舎が建設されました。西小学校の
通学区は国鉄飯山線以西川治川から田川までの間（十日町小と川治小
通学区の一部を分離）となります．十日町校舎と川治校舎で、それぞれ
学んでいた西小のこどもたちは、昭和51年4月から一緒に、のびのびと
勉強ができることになります。

「
心
」
を

声

　
立
派
な
校
舎
が
完
成
し
、
内
部
設

備
も
近
郷
随
一
と
い
う
。
加
え
て
、

私
は
用
地
測
量
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
り
で
恵
ま
れ
す
ぎ
る
ほ
ど
に
西
小

に
掛
か
り
合
っ
て
き
た
の
に
、
何
故

今
に
な
っ
て
も
う
れ
し
い
と
は
思
わ

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
で
も
、
西
小
の

設
備
に
ご
芳
志
く
だ
さ
っ
た
方
々
や

格
別
の
ご
配
慮
を
寄
せ
ら
れ
た
市
の

方
々
へ
の
お
礼
の
気
持
は
日
々
深
ま

っ
て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
花
の
咲

く
頃
に
な
れ
ば
、
き
っ
と
俺
ら
子
を

気
持
よ
く
送
り
出
せ
る
と
お
約
束
い

た
し
ま
す
。
学
校
側
に
お
か
れ
て
は
、

こ
の
心
の
動
き
を
お
汲
取
り
い
た
だ

き
ま
し
て
、
教
育
の
果
た
す
「
師
の

人
格
」
の
偉
大
な
役
割
に
つ
い
で
十

分
ご
配
慮
い
た
だ
け
な
い
も
の
で
し

ょ
う
か
。

飯塚美和子
（高山第四）

よ
り
よ
い
校
風
を

富目

て
よ
う

　
去
る
十
二
月
十
日
、
新
設
さ
れ
た

西
小
学
校
を
見
学
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
、
や
っ
と
名
実
共
に
「
西
小
の
父

兄
」
と
い
う
実
感
を
か
み
し
め
て
い

ま
す
。
ま
だ
、
内
部
設
備
も
な
く
、

生
徒
の
姿
も
見
え
ず
閑
散
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
か
ら
、
子
ど
も
達
の

喚
声
に
満
ち
く
た
活
気
あ
る
学
校

が
想
像
で
き
、
開
校
日
が
待
た
れ
て

な
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
外
観
ば
か
り

で
な
く
、
西
小
と
し
て
よ
り
よ
き
校

風
を
培
い
、
誇
れ
る
学
校
と
し
て
発

展
す
る
よ
う
見
守
っ
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

村山秀夫
　（春目町一一）

安
心
で
き
る
通
学

路
の
確
保
を

　
今
春
は
西
小
学
校
の
実
質
開
校
で

す
。
市
当
局
及
び
関
係
各
位
の
方
々

ご
苦
労
様
で
し
た
。
総
経
費
九
億
円

を
投
じ
た
と
い
う
鉄
筋
三
階
建
の
見

事
な
建
物
の
な
か
に
近
代
的
設
備
が

整
い
、
ま
さ
に
教
育
の
殿
堂
で
も
あ

り
ま
す
。
喜
び
の
反
面
、
心
配
な
の

が
通
学
路
の
問
題
で
す
。
安
心
で
き

る
通
学
路
の
確
保
、
特
に
冬
場
の
通

学
路
の
確
保
に
市
当
局
は
万
全
な
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

山田スイ
（稲荷町3北）

三
者
一
体
で
盛
り

た
て
よ
り
つ

　
日
本
一
長
い
信
濃
川
を
臨
み
、
遺

跡
の
上
に
完
成
し
た
西
小
学
校
。
周

囲
に
は
、
民
族
資
料
館
等
公
共
施
設

が
建
つ
予
定
で
環
境
と
し
て
申
し
分

あ
り
ま
せ
ん
。
新
校
舎
で
勉
強
す
る

こ
ど
も
達
は
、
お
の
ず
と
学
習
意
欲

も
わ
い
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、
厳
し

い
川
風
に
負
け
な
い
体
力
も
つ
く
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
歴
史
始
ま
っ

た
西
小
学
校
に
、
私
達
学
区
住
民
は

学
校
関
係
者
、
生
徒
、
三
者
一
体
と

な
っ
て
盛
り
た
て
て
い
か
な
く
て
は

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
学

区
分
離
統
合
に
際
し
て
は
、
計
画
を

急
い
だ
余
り
に
学
区
住
民
を
無
視
し

て
き
め
ら
れ
た
こ
と
。
あ
る
い
は
、

校
舎
完
成
ま
で
の
一
年
間
、
教
育
の

現
場
を
混
乱
さ
す
よ
う
な
措
置
な
ど

の
一
面
か
ら
行
政
の
す
る
こ
と
に
疑

問
を
感
じ
て
い
ま
す
。

嚢

諸設備の整った屋内運動場
機能的に設計された廊下

0
㊦

田川元之
　1西本町）

校
庭
に
桜
を
植
え

　
よ
や
つ

　
市
内
で
も
最
高
級
の
設
備
と
環
境

を
備
え
た
西
小
学
校
。
こ
ん
な
学
校

に
は
い
る
こ
ど
も
た
ち
は
、
非
常
に

幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
市

の
予
算
だ
け
で
は
で
き
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
昨
年
、
稲
和
会
は
創
立
記

念
事
業
と
し
て
記
念
植
樹
を
し
ま
し

た
が
、
今
年
は
西
小
通
学
区
内
の
父

兄
や
青
年
の
方
々
が
中
心
に
な
っ
て

秋
頃
校
庭
に
桜
を
植
え
て
は
ど
う
か

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
通
学
道
路
に

つ
い
て
で
す
が
、
高
山
地
区
や
駅
裏

の
こ
ど
も
た
ち
は
特
に
登
下
校
時
、

車
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
冬
の
通
学
に
つ
い
て
は
、
＼

（第3種郵便物認可）昭和51年1月m日とお∬9お（3）

〆
こ
ど
も
た
ち
の
危
険
は
倍
増
さ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
本
町
西
線
だ
け
で

も
、
で
き
る
だ
け
早
く
消
雪
パ
イ
プ

ま
た
は
川
治
川
、
田
川
の
水
を
せ
き

止
め
て
流
水
道
路
と
す
れ
ば
こ
ど
も

た
ち
の
危
険
は
少
な
く
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

長谷川キミ
　（千代田町）

親
自
身
も
満
足
感

を
味
わ
う

　
す
ば
ら
し
い
西
小
校
舎
の
完
成
を

見
て
、
今
の
こ
ど
も
達
は
、
幸
せ
だ

な
あ
と
感
じ
る
と
同
時
に
、
親
自
身

も
満
足
感
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
P
T
A
設
立
準
備
委
員
会
の

末
端
に
加
わ
っ
て
活
動
し
て
み
ま
す

と
、
充
実
し
た
西
小
学
校
に
す
る
に

は
、
学
区
の
み
な
さ
ん
や
父
兄
た
ち

の
協
力
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

昭
和
5
1
年

4
月
か
ら

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
日
本
の
明
日
を
世
界
の
明

日
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

精
一
ぱ
い
の
努
力
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

西野政男
（西小学校長）

節
度
と
覇
気
あ
る

学
校
運
営
を

　
最
近
の
地
方
財
政
は
、
経
済
情
勢

の
激
変
に
伴
う
不
況
の
深
刻
、
長
期

化
に
よ
る
税
の
落
ち
込
み
等
に
よ
り

重
大
な
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
が

こ
の
中
で
巨
費
を
投
じ
、
す
ば
ら
し

い
建
築
と
施
設
々
備
の
充
実
に
あ
た

ら
れ
た
市
ご
当
局
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
環
境
の
中
で
新

し
い
西
小
学
校
の
教
育
活
動
が
力
強

く
ス
タ
ー
ト
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
西
小
に
集
ま
っ
た
私
た
ち
は

同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
進
む
集
団
で

す
。
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
に
教
職
員

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
十
分
に
生
か
さ

れ
る
か
ど
う
か
が
学
校
経
営
の
成
否

の
鍵
で
あ
り
ま
す
。
節
度
と
覇
気
の

あ
る
一
体
感
、
モ
ラ
ル
の
高
い
西
小

の
職
員
と
し
て
、
初
年
度
の
経
営
を

全
職
員
で
勇
気
を
も
っ
て
展
開
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
分
離
統
合
と
い
う

こ
と
で
、
最
初
は
問
題
点
も
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
児
童
、
職
員
、

父
母
一
体
と
な
っ
て
「
明
る
く
、
立

体
的
に
思
考
し
、
活
動
す
る
バ
イ
タ

リ
テ
ー
に
富
む
子
ど
も
」
を
創
る
よ

う
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

西小戟学前児童の身長測定

村山邦子
UII治校舎5年）

　
　
　
　
　
　
　
　
・

籍
西
小
を
見
学

獅
　
　
　
　
し
て

　
　
　
　
　
心
は
う
き
う
き
し
た
り

　
　
』

　
　
　
　
不
安
な
気
持
で
見
学
に
出

孫
か
け
た
・
遠
く
客
は
じ

㌧
の
』
て
み
拳
校
は
、
実
に

参
　
　
き
れ
い
で
思
わ
ず
声
を
あ

た
げ
た
く
な
る
ほ
ど
で
し
た
．

噛
校
舎
に
入
っ
て
み
る
と
、

　
　
　
　
教
室
の
戸
の
色
が
一
段
と

潔
美
し
く
感
じ
ま
し
た
・
一

簸
番
い
い
と
思
っ
た
こ
と
は
・

　
　
　
　
理
科
室
と
調
理
室
が
別
々

　
　
　
　
に
あ
る
し
設
備
も
き
ち
ん

と
整
っ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
こ
ん

な
と
こ
ろ
で
早
く
勉
強
し
た
い
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。

　
い
い
友
達
が
で
き
る
か
も

　
西
小
学
校
を
見
学
し
て
、
い
ち
ば

ん
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
各
教

室
の
設
備
や
体
育
館
が
広
か
っ
た
こ

田中保雄
（十日町校舎5年）

と
で
す
。
で
も
設
備
が
よ
く
て
も
、
友

達
と
別
れ
る
の
が
一
番
残
念
で
す
。

楽
し
み
な
の
は
、
い
い
友
達
が
で
き

る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

藤ノ木真弓
（十日町校舎5年）

す
ば
ら
し
い
設
備
に
感
激

　
西
小
学
校
へ
行
く
よ
ろ
こ
び
で
心

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
れ
は
、
ベ
ラ

ン
ダ
や
大
き
な
体
育
館
、
広
い
家
庭

科
室
、
理
科
室
な
ど
す
ば
ら
し
い
設

備
で
感
激
で
す
。
体
育
館
は
、
の
ぼ

り
づ
な
や
て
つ
ぼ
う
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

の
ボ
ー
ル
を
入
れ
る
所
が
六
つ
と
い

ろ
い
ろ
あ
っ
て
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

大島芳弘
（川治校舎5年〉

　
お
も
い
き
り
運
動
し
た
い

　
西
小
学
校
は
、
川
治
小
と
ち
が
っ

て
、
と
て
も
設
備
が
い
い
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。
ど
こ
の
教
室
も
ス
チ
ー

ム
暖
房
で
暖
か
く
そ
の
ほ
か
、
数
え

き
れ
な
い
ほ
ど
よ
い
所
が
あ
り
ま
し

た
。
特
に
印
象
を
受
け
た
の
は
、
運

動
場
で
す
。
運
動
場
は
、
と
て
も
広

い
し
、
ス
テ
ー
ジ
は
つ
い
て
い
る
し
、

二
階
の
観
覧
席
ま
で
あ
る
の
で
本
当

に
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
運
動
場
で
お

も
い
き
り
運
動
し
た
い
と
四
月
に
な

る
の
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
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西
小
卒
業
児
童
は
　
　
　
　
　
羅
嘱
艸
雛
砂
堰
騒
襲
合
斜
闘
勤
肝
動
譲
謬
聡
集
ま
り
ま
し
菟
　
　
　
　
　
－
月
2
8
日
か
皐
手
．
橘

南
中
学
校

　
市
教
委
で
は
、
西
小
学
校
児
童
の

卒
業
後
入
学
す
べ
き
中
学
校
に
つ
い

て
、
学
区
審
議
会
に
答
申
を
求
め
る

な
ど
検
討
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
、
通
学
区
域
に
関
す
る
規

則
を
一
部
改
正
（
昭
和
五
十
一
年
四

月
一
日
施
行
）
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

定
め
ま
し
た
。

　
西
小
学
校
児
童
の
卒
業
後
入
学
す

べ
き
中
学
校
…
…
市
立
南
中
学
校
と

す
る
。

　
　
　
　
へ
入
学

　
南
中
学
校
の
通
学
区
域
…
…
川
治

小
学
校
、
八
箇
小
学
校
、
六
箇
小
学

校
、
六
箇
小
塩
之
又
分
校
及
び
西
小

学
校
の
通
学
区
域
の
全
域
と
な
り
ま

す
。　

な
お
、
改
正
後
の
南
中
学
校
の
通

学
区
域
中
西
小
学
校
の
通
学
区
域
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
…
…
◇

昭
和
五
十
年
度
西
小
学
校
の
卒
業
生

に
つ
い
て
は
、
十
日
町
校
舎
の
児
童

は
十
日
町
中
学
校
の
、
川
治
校
舎
の

十
一
日
現
在
、
十
日
町
中
学
校
に
在

学
し
て
い
る
も
の
は
従
前
ど
お
り
の

通
学
区
域
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
区

域
外
就
学
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
の

許
可
を
受
け
、
十
日
町
中
学
校
に
在

学
し
て
い
る
も
の
は
，
そ
の
許
可
条

件
に
よ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
不
明
の
点
に
つ
い
て
は
、

市
教
委
庶
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー
建
設
募

金
に
二
百
七
万
円

ニ
コ
ロ
ニ
ー
建
設
募
金
運
動
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
二
百

七
万
二
千
六
百
十
五
円
の
募
金
が
集

ま
り
ま
し
た
。
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

連
合
会
は
、
寄
せ
ら
れ
た
こ
の
暖
か

い
善
意
の
お
金
を
昭
和
五
十
一
年
、

北
魚
沼
郡
堀
之
内
町
栗
の
木
平
に
建

設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
魚
沼
ミ
ニ
コ

ロ
ニ
i
建
設
基
金
と
し
て
、
有
効
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
魚
沼
地
区
二
市
三

郡
全
体
の
基
金
総
額
一
千
三
百
四
十

五
万
九
千
三
百
二
十
一
円
の
募
金
が

ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー
と
は

　
心
身
障
害
者
更
生
施
設
の
こ
と
で

す
。

　
県
で
は
、
中
、
軽
度
の
障
害
児
者

対
象
の
施
設
ば
か
り
で
な
く
、
最
も

保
護
指
導
を
必
要
と
す
る
重
度
の
障

害
者
施
設
に
つ
い
て
、
年
次
計
画
で

整
備
し
よ
う
と
計
画
が
進
め
ら
れ
、

昭
和
五
十
一
年
度
は
、
魚
沼
地
区
に

精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
の
建
設
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
区
が
ダ
イ
ヤ
ル
式
に

　
千
手
・
橘
地
区
の
電
話
は
、
一
月

二
十
八
日
午
後
二
時
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル

式
電
話
に
切
り
替
え
ま
す
。

　
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
な
る
と
、
千
手
局

の
市
外
局
番
・
電
話
番
号
お
よ
び
か

け
か
た
が
変
更
に
な
り
、
　
「
市
外
局

番
は
〇
二
五
七
六
」
、
　
「
電
話
番
号

は
八
f
X
×
×
×
」
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
川
西
有
放
へ
お
か
け
に
な

る
と
き
は
「
〇
二
五
七
六
〇
」
を
ダ

イ
ヤ
ル
し
て
「
川
西
有
放
」
と
お
つ

げ
く
だ
さ
い
。
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）
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し
な
ロ
づ
じ

　
ワ
う
　
　
　
　
　
　
コ
の

講
隠
、
…

路
上
駐
車
は
絶
対
し

な
い
で
く
だ
さ
い

　
除
雪
作
業
に
大
き
な
障
害
と
な
る

も
の
に
、
路
上
駐
車
が
あ
り
ま
す
。

路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、
当
該
地
点

に
道
路
標
識
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す

が
路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
よ
う
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
除
雪
作
業
の
た
め
、
路
上

駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い
る
車

を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修
理
代

や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し
た

費
用
等
み
な
さ
ん
の
負
担
に
な
り
ま

す
。　

ま
た
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、
警

察
署
で
は
、
事
業
所
等
の
協
力
を
得

　雪上舞台は「華麗の門」
　第27回雪まっりは、2月14・15の両日盛大1・1繰

lJ広げられますが、こ0）ほ（ど雪上カ バル0）

雪L舞台のデザインがF．）ざのとおリ決定（されま

した。題して「華麗σ）門」（デザでン飯塚吉1氏・

春日市長より華麗の門（L、名付けらねた）

　織物組合青年部会では、1月から高さ151丁、、ス

ヲージ幅50㍍、奥行き50㍍という巨大な雪上舞
台づくりの態，勢に入）てい菖、す。

て
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
（
十
日
町
市
、
十
日
町
土
木
事
務

　
所
、
十
日
町
警
察
署
）

着
実
な
前
進
を

　
．
九
ヒ
六
年
の
出
発
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
様
に
ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま

ま
す
．
、

　
こ
と
し
は
、
．
一
十
世
紀
の
最
後
の

四
分
の
一
世
紀
を
ス
タ
ー
ト
す
る
年

に
あ
た
り
ま
す
。
、
一
十
世
紀
は
、
い

わ
ば
戦
争
の
連
続
と
い
う
結
果
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
近
年
よ
う

や
く
自
由
主
義
国
家
群
と
共
産
主
義

国
家
群
と
の
緊
張
緩
和
の
時
代
に
は

い
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
う
い
う
世
界
情
勢
の
中
で
、
米

以
外
に
こ
れ
と
い
う
資
源
を
持
っ
て

い
な
い
日
本
の
生
き
て
い
く
途
は
、

貿
易
に
よ
っ
て
資
源
を
外
国
か
ら
求

め
、
そ
の
資
源
に
日
本
人
固
有
の
知

恵
や
技
術
な
ど
を
つ
け
て
い
く
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
技
術
付
加
価
値
産
業

（
知
識
集
約
産
業
）
を
考
え
る
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

さ
を
知
ら
な
い
人
た
ち
に
な
「
．
て
い

ま
す
　
悲
惨
な
体
験
を
し
た
方
々
か

ら
、
そ
の
虚
し
さ
を
後
世
に
語
り
つ

い
で
い
た
だ
く
こ
と
も
大
切
な
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
十
日
町

市
の
人
口
は
五
万
人
を
突
破
し
ま
し

た
。
　
「
五
万
人
を
超
え
る
地
域
社
会

市
長
春

　
世
界
中
が
、
平
和
な
足
ど
り
で
発

展
し
て
い
く
こ
と
が
最
も
大
切
な
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
二
と
を
私
は
祈
念

し
て
止
み
ま
せ
ん
。
と
く
に
敗
戦
後

．
、
一
十
年
を
経
た
現
在
、
日
本
国
民
の

半
分
以
ヒ
が
戦
争
の
悲
惨
さ
や
恐
し

日
由
三

は
、
自
分
の
足
だ
け
で
立
っ
て
生
き

て
い
け
る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
過
疎
現

象
も
さ
し
た
る
こ
と
が
な
く
、
落
ち

着
い
た
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
だ
け

で
も
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
の
変
転
の
中
で
、
経
済

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　｝一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タバコの投げ捨てと寝タバコはしていませんか
1
　●暖房器具は安全に使っていますかρ

1　●ガス器具などのガスもれ、点火、消火の確認はして　

　　ありますか。

　●老人、幼児、病人の就寝場所の安全点検はしてあり

L逮翼の準備はしてあり一

艸
暢
農
業
開
発
の
早
期
着
工
を

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
昨
年
は
、
経
済
の
高
成
長
か
ら
安

定
成
長
へ
の
転
換
時
期
に
さ
し
か
か

り
、
不
況
や
地
方
自
治
体
の
危
機
な

ど
労
多
く
し
て
実
り
の
少
な
い
年
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
日
本
の
経

済
は
、
大
き
な
試
練
の
成
長
時
代
に

は
い
っ
た
わ
け
で
す
。
本
市
で
は
、

織
物
産
業
を
中
心
に
五
万
市
民
一
丸

と
な
っ
て
市
勢
の
発
展
に
結
集
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
農
業
面
で
は
、
特
に
山
の
利
用
な

ど
未
開
発
部
分
に
国
の
制
度
を
大
幅

に
活
用
し
、
力
強
い
計
画
を
お
願
い

て
心
強
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
苗
場
開
発
に
伴
う
水
資
源
の
確

保
な
ど
市
の
経
済
活
動
を
左
右
す
る

問
題
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
ら
の
開
発
に
対
し
て
心
か
ら
の
ご

声
援
と
早
期
着
工
を
望
み
ま
す
。
雪

市
議
会
襲
丸
山
尚
政

し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
．
方
、
本
市

に
お
い
て
、
着
々
と
進
行
し
つ
つ
あ

る
苗
場
山
ろ
く
農
業
開
発
事
業
は
、

世
界
的
な
食
糧
不
足
が
叫
ば
れ
て
い

る
な
か
、
本
市
農
業
の
発
展
に
と
っ

害
に
つ
い
て
は
、
国
県
の
雪
へ
の
理

解
と
市
民
の
努
力
に
よ
り
、
防
雪
都

市
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
さ
ら
、
に
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
が
望
ま
れ
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
。

活
動
は
い
よ
い
よ
低
成
長
時
代
に
は

い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
市
民

全
体
の
努
力
に
よ
っ
て
、
速
度
は
若

干
遅
く
は
な
る
に
せ
よ
、
後
も
ど
り

す
る
こ
と
の
な
い
前
進
を
着
実
な
も

の
に
し
た
い
も
の
で
す
。
こ
ん
な
こ

と
を
、
み
ん
な
で
考
え
、
そ
し
て
実

行
に
移
す
年
が
昭
和
五
十
一
年
で
あ

る
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
新
年
度
予
算
編
成
に
と
り
か
か
る

わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
教
育
、
道
路

交
通
、
社
会
福
祉
の
向
上
な
ど
基
本

的
施
策
に
つ
い
て
、
ゆ
っ
く
り
と
し

か
も
一
歩
一
歩
着
実
に
実
行
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
万
般
に
わ
た
っ
て
の
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
お
力
添
え
を
心
か
ら
お

願
い
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　
一
方
、
公
共
下
水
道
事
業
に
お
き

ま
し
て
は
、
市
民
各
位
の
ご
協
力
に

よ
り
、
昨
年
、
処
理
場
敷
地
の
買
収

も
無
事
終
了
し
、
い
よ
い
よ
実
施
段

階
に
入
り
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
長
い

年
月
と
多
額
の
費
用
を
必
要
と
し
、

さ
ら
に
市
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
な
く
し
て
は
困
難
で
す
が
、
こ
れ

ら
生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
積
極

的
な
取
り
組
み
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

　
本
市
も
誕
生
以
来
二
十
年
を
経
過

し
、
な
お
幾
多
の
難
事
業
が
累
積
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
、
決
意
を
新

た
に
い
た
し
、
さ
ら
に
努
力
し
た
い

と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

（第3種郵便物認可）昭和51年1月10日とお∬夢35

一

一
十
七
議
案
を
審
議

　
　
　
　
　
　
　
市
議
会
第
四
回
定
例
会

　
市
議
会
第
四
回
定
例
会
は
、
去
る

十
二
月
九
日
か
ら
十
九
日
ま
で
開
か

れ
、
十
八
議
案
を
原
案
可
決
し
、
五

議
案
を
認
定
、
二
議
案
を
承
認
、
各

一
議
案
を
修
正
（
可
決
）
・
同
意
し

ま
し
た
。

　
議
決
さ
れ
た
主
な
議
案
は
、
昭
和

四
十
九
年
度
決
算
認
定
の
ほ
か
、
杉

の
植
栽
を
行
う
た
め
の
市
民
使
用
地

の
使
用
方
法
の
変
更
。
寿
南
、
下
川

原
、
明
石
の
三
公
園
を
整
備
し
た
こ

と
に
伴
う
十
日
町
市
都
市
公
園
条
例

の
一
部
改
正
条
例
。
固
定
資
産
評
価

員
の
選
任
。
各
種
使
用
条
例
の
一
部

改
正
。
老
人
及
び
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
条
例
等
と
な
っ
て
い
ま

す
。

地元紙・市報が情報源
としての役割を果たす
　　　地域ミニ情報実態調査

こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
下
川
原
公
園

引
換
え
は
1
月
2
0
日
か
ら

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
ハ
ガ
キ

お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の
抽
せ

ん
は
、
　
一
月
十
五
日
に
行
い
ま
す
。

　
引
換
え
期
間
は
一
月
二
十
日
か
ら

七
月
十
九
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
賞
品
の
引
換
え
は
忘
れ
な
い
う

ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

等等等
四
等

折
り
た
た
み
自
転
車

腕
時
計

封
筒
と
グ
リ
ー
テ
イ
ン
グ

カ
ー
ド
の
セ
ッ
ト

お
年
玉
切
手
シ
ー
ト

　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

申
し
込
み
は
3
月
15
日
ま
で

　
新
潟
県
勤
労
者
住
宅
資
金

　
県
は
、
昭
和
五
十
年
度
の
勤
労
者

住
宅
資
金
の
貸
付
け
を
行
な
っ
て
い

ま
す
が
、
受
付
期
問
を
三
月
十
五
日

ま
で
延
長
し
ま
す
。

　
貸
付
対
象
者
…
自
分
で
住
む
た
め

の
住
宅
を
新
築
、
増
改
築
、
購
入
し

よ
う
と
す
る
勤
労
者
。

　
貸
付
金
額
…
三
十
万
円
以
上
百
五

　ケン・リサーチ社（村野賢哉社長）では、昨年7月、地

域ミニ情報の実態調査として、本市のアンケート調

査を実施しましたが、その結果の 一部を中間報告と

してお知らせします。この調査は、本市におけるニュ

ース・話題等の情報を中心に実施されました。

　これド・の情報のなかで、見たり聞いたりしたこと

があると答えた人が多かったものは、⑩の購買関係

をはじめとして地場産業⑳、社会体育⑤、保健⑥とな

つており、逆に④⑲の教育に関連した事項はあまり

知られていないという結果でした。つぎに、この結果

（認知割合）と、これらの情報を必要としているか（必

要度）との質問の結果を比べてみると、教育⑲、防犯

②⑬⑭、保健⑥⑯、福祉⑦、社会体育⑤⑮とし・った生

活情報的な項目は、必要としているが、あまり知られ

ていないという結果でした。

　また、これらの情報を見たり聞いたりしたことが

あると答えた人は、地元紙や市報を読んでいる人ほ

ど多か⊃たことから、地元紙・市報が地域情報の情

報源としての役割をよく果しているとしています。

嫌報の内審

十
万
円
ま
で
　
利
率
…
年
八
％
　
償

還
方
法
…
十
年
以
内
の
元
金
均
等
月

賦
償
還
　
そ
の
他
…
住
宅
金
融
公
庫

融
資
の
併
用
可
能
。

　
取
扱
金
融
機
関
…
第
四
銀
行
、
北

越
銀
行
、
新
潟
相
互
銀
行
の
本
支
店
。

　
た
だ
し
、
各
銀
行
と
も
融
資
枠
を

消
化
し
た
場
合
は
、
受
付
を
停
止
し

ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
県
商
工

労
働
部
労
政
課
、
労
政
事
務
所
、
取

扱
金
融
機
関
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
（
新
潟
県
商
工
労
働
部
労
政
課
）

　
昭
和
50
年
度

　
国
民
年
金
特
別
融
資
施
設

　
簡
易
水
道

　
当
問
地
区
で
は
、
総
事
業
費
千
二

百
三
十
七
万
七
千
円
で
水
源
改
良
事

業
と
未
給
水
区
域
へ
の
給
水
工
事
を

行
い
、
当
間
地
区
全
戸
に
水
道
を
普

及
し
ま
し
た
。
ま
た
水
沢
中
央
地
区

で
は
、
総
事
業
費
千
百
二
十
四
万
円

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

　
一
月

…
「
健
康
の
日
」
の
計
画
を
た
て
よ
う

　
私
た
ち
の
か
ら
だ
が
、
こ
の
一
年
間

…
健
康
を
保
つ
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
よ
い
か
を
考
λ
、

　
5
　
腔

　
　
　
　
－
　
　
そ
の
計
画
を
た
て

　
4
　
丑

　
　
　
　
　
　
　
た
い
も
の
で
す
。

　
3
　
惚

　
　
　
　
　
　
　
寒
い
時
期
で
す
、

…
鰹
翌
⑨
誉
累
け
ず
戸

㎜
繍
　
鯛
袖
圏
藝
聾

…
撚
鱈
健
倒
し
よ
鳶

で
水
源
増
補
改
良
を
行
い
、
水
不
足

の
不
安
を
解
消
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
は
、
二
千
百
万

円
の
国
民
年
金
特
別
融
資
を
受
け
ま

し
た
。

　
し
尿
処
理
場
増
設
事
業

　
十
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組

合
の
し
尿
処
理
場
増
設
事
業
と
し
て

総
事
業
費
二
億
六
千
万
円
の
う
ち
、

五
十
年
度
は
五
干
二
十
万
円
の
国
民

年
金
特
別
融
資
を
受
け
ま
し
た
。

　
（
昭
和
四
十
九
年
度
は
一
億
千
八

百
八
十
万
円
の
融
資
）

下
川
原
町
な
ど
新
設

　
き
た
る
四
月
一
日
か
ら
行
政
区
域

の
名
称
変
更
及
び
新
設
が
行
わ
れ
ま

す
。
新
行
政
区
域
は
、
小
泉
を
分
割

し
て
「
小
泉
第
一
」
　
「
小
泉
第
二
」

「
小
泉
第
三
」
と
す
る
ほ
か
、
二
俣

口
を
「
大
石
」
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、
下
川
原

町
（
し
も
か
わ
ら
ち
ょ
う
）
を
新
し

く
設
定
し
ま
す
。

町細八
　
鎚

欝
心
い
、
、
状
、
黛
＼

燃
醸
懸
．
槌

、
、
、
、

、
￥

、
、
　
＼

＼
　
￥
＼

＼
N
　
、

＼

、
懸
騰
懸

　
　
　
　
　
　
￥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
＼
　
、

￥
＼
　
　
　
、

＼
￥
　
　
￥
＼
＼
＼
＼

①昨年市制施行20周年を記念した市民憲章が制定された。

②49年1月～11月の少年犯罪件数は前年を大幅に上まわり46

　件となり、なかでも高校生が17件で1番多くなっている。

③十日町駅にみどりの窓口ができました。

④○○小学校のA先生は20年間へき地教育にたずさわってい

　ます。

⑤6月8日から始まった“おはようサイクリング”は市役所

　前から出発します。

⑥保健課による胃の集団検診の希望者は、あなたの地区の嘱

　託員に申し込んで下さい。

⑦市福祉事務所では6月17H～25日までの間、老人の健康診

　断を実施することになり、65歳以 ヒの人で一般診療は無料

　です。

⑧十日町市にも新しくつり堀が出来ました。

⑨市では市内の勤労者を対象に、昭和50年度から住宅建設資

　金融資制度をはじめました。

⑩農協では、6月25・26日体育館において展示即売会を行いま

　す。なお、農協ではこの会場への無料バスを運行します。

⑪昭和45年頃から魚沼スカイライン道路周辺の山林に対して

　OO観光△△建設などによる買占めの動きがありました。

⑫自動車文庫“こだま号”は昨年8目からスタートしました

　が、大変な人気で読みたい本の希望も多く出されています。

⑬市内の子供の交通事故は家庭の近くでの事故が目立ってい

　ます。

⑭交通問題のシンポジウムを○月○日市民会館で行います。

⑮信濃川河川敷にスポーッ公園が計画されています。

⑯市保健課では血圧検査を実施しており、希望者は婦人会を

　通じて申し込んでください。

⑰市の市街地の人口は市の山間部落や隣接する川西町、中里

　村などからの人口流入で年間400人前後増加しています。

⑱6月22日柏崎市営グラウンドで中越地区身障者体育大会が

　開催され、市から54名の選手と応援団など100名がくり二

　みました。

⑲○○小学校のB先生の家庭訪問の資料によると「子供は学

　校へまかせておいてよいか」という関心が、も一）とも多く

　　ありました。

⑳昨年は黒羽織が生産過剰となり、今年は50％以上の減産に

　　なっています。しかし、つむぎは全国的に好況になってい

　　ます。
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し
な
ロ
づ
じ

　
ワ
う
　
　
　
　
　
　
コ
の

講
隠
、
…

路
上
駐
車
は
絶
対
し

な
い
で
く
だ
さ
い

　
除
雪
作
業
に
大
き
な
障
害
と
な
る

も
の
に
、
路
上
駐
車
が
あ
り
ま
す
。

路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、
当
該
地
点

に
道
路
標
識
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す

が
路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
よ
う
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
除
雪
作
業
の
た
め
、
路
上

駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い
る
車

を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修
理
代

や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し
た

費
用
等
み
な
さ
ん
の
負
担
に
な
り
ま

す
。　

ま
た
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、
警

察
署
で
は
、
事
業
所
等
の
協
力
を
得

　雪上舞台は「華麗の門」
　第27回雪まっりは、2月14・15の両日盛大1・1繰

lJ広げられますが、こ0）ほ（ど雪上カ バル0）

雪L舞台のデザインがF．）ざのとおリ決定（されま

した。題して「華麗σ）門」（デザでン飯塚吉1氏・

春日市長より華麗の門（L、名付けらねた）

　織物組合青年部会では、1月から高さ151丁、、ス

ヲージ幅50㍍、奥行き50㍍という巨大な雪上舞
台づくりの態，勢に入）てい菖、す。

て
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
（
十
日
町
市
、
十
日
町
土
木
事
務

　
所
、
十
日
町
警
察
署
）

着
実
な
前
進
を

　
．
九
ヒ
六
年
の
出
発
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
様
に
ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま

ま
す
．
、

　
こ
と
し
は
、
．
一
十
世
紀
の
最
後
の

四
分
の
一
世
紀
を
ス
タ
ー
ト
す
る
年

に
あ
た
り
ま
す
。
、
一
十
世
紀
は
、
い

わ
ば
戦
争
の
連
続
と
い
う
結
果
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
近
年
よ
う

や
く
自
由
主
義
国
家
群
と
共
産
主
義

国
家
群
と
の
緊
張
緩
和
の
時
代
に
は

い
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
う
い
う
世
界
情
勢
の
中
で
、
米

以
外
に
こ
れ
と
い
う
資
源
を
持
っ
て

い
な
い
日
本
の
生
き
て
い
く
途
は
、

貿
易
に
よ
っ
て
資
源
を
外
国
か
ら
求

め
、
そ
の
資
源
に
日
本
人
固
有
の
知

恵
や
技
術
な
ど
を
つ
け
て
い
く
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
技
術
付
加
価
値
産
業

（
知
識
集
約
産
業
）
を
考
え
る
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

さ
を
知
ら
な
い
人
た
ち
に
な
「
．
て
い

ま
す
　
悲
惨
な
体
験
を
し
た
方
々
か

ら
、
そ
の
虚
し
さ
を
後
世
に
語
り
つ

い
で
い
た
だ
く
こ
と
も
大
切
な
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
十
日
町

市
の
人
口
は
五
万
人
を
突
破
し
ま
し

た
。
　
「
五
万
人
を
超
え
る
地
域
社
会

市
長
春

　
世
界
中
が
、
平
和
な
足
ど
り
で
発

展
し
て
い
く
こ
と
が
最
も
大
切
な
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
二
と
を
私
は
祈
念

し
て
止
み
ま
せ
ん
。
と
く
に
敗
戦
後

．
、
一
十
年
を
経
た
現
在
、
日
本
国
民
の

半
分
以
ヒ
が
戦
争
の
悲
惨
さ
や
恐
し

日
由
三

は
、
自
分
の
足
だ
け
で
立
っ
て
生
き

て
い
け
る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
過
疎
現

象
も
さ
し
た
る
こ
と
が
な
く
、
落
ち

着
い
た
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
だ
け

で
も
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
の
変
転
の
中
で
、
経
済

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　｝一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タバコの投げ捨てと寝タバコはしていませんか
1
　●暖房器具は安全に使っていますかρ

1　●ガス器具などのガスもれ、点火、消火の確認はして　

　　ありますか。

　●老人、幼児、病人の就寝場所の安全点検はしてあり

L逮翼の準備はしてあり一

艸
暢
農
業
開
発
の
早
期
着
工
を

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
昨
年
は
、
経
済
の
高
成
長
か
ら
安

定
成
長
へ
の
転
換
時
期
に
さ
し
か
か

り
、
不
況
や
地
方
自
治
体
の
危
機
な

ど
労
多
く
し
て
実
り
の
少
な
い
年
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
日
本
の
経

済
は
、
大
き
な
試
練
の
成
長
時
代
に

は
い
っ
た
わ
け
で
す
。
本
市
で
は
、

織
物
産
業
を
中
心
に
五
万
市
民
一
丸

と
な
っ
て
市
勢
の
発
展
に
結
集
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
農
業
面
で
は
、
特
に
山
の
利
用
な

ど
未
開
発
部
分
に
国
の
制
度
を
大
幅

に
活
用
し
、
力
強
い
計
画
を
お
願
い

て
心
強
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
苗
場
開
発
に
伴
う
水
資
源
の
確

保
な
ど
市
の
経
済
活
動
を
左
右
す
る

問
題
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
ら
の
開
発
に
対
し
て
心
か
ら
の
ご

声
援
と
早
期
着
工
を
望
み
ま
す
。
雪

市
議
会
襲
丸
山
尚
政

し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
．
方
、
本
市

に
お
い
て
、
着
々
と
進
行
し
つ
つ
あ

る
苗
場
山
ろ
く
農
業
開
発
事
業
は
、

世
界
的
な
食
糧
不
足
が
叫
ば
れ
て
い

る
な
か
、
本
市
農
業
の
発
展
に
と
っ

害
に
つ
い
て
は
、
国
県
の
雪
へ
の
理

解
と
市
民
の
努
力
に
よ
り
、
防
雪
都

市
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
さ
ら
、
に
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
が
望
ま
れ
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
。

活
動
は
い
よ
い
よ
低
成
長
時
代
に
は

い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
市
民

全
体
の
努
力
に
よ
っ
て
、
速
度
は
若

干
遅
く
は
な
る
に
せ
よ
、
後
も
ど
り

す
る
こ
と
の
な
い
前
進
を
着
実
な
も

の
に
し
た
い
も
の
で
す
。
こ
ん
な
こ

と
を
、
み
ん
な
で
考
え
、
そ
し
て
実

行
に
移
す
年
が
昭
和
五
十
一
年
で
あ

る
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
新
年
度
予
算
編
成
に
と
り
か
か
る

わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
教
育
、
道
路

交
通
、
社
会
福
祉
の
向
上
な
ど
基
本

的
施
策
に
つ
い
て
、
ゆ
っ
く
り
と
し

か
も
一
歩
一
歩
着
実
に
実
行
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
万
般
に
わ
た
っ
て
の
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
お
力
添
え
を
心
か
ら
お

願
い
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　
一
方
、
公
共
下
水
道
事
業
に
お
き

ま
し
て
は
、
市
民
各
位
の
ご
協
力
に

よ
り
、
昨
年
、
処
理
場
敷
地
の
買
収

も
無
事
終
了
し
、
い
よ
い
よ
実
施
段

階
に
入
り
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
長
い

年
月
と
多
額
の
費
用
を
必
要
と
し
、

さ
ら
に
市
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
な
く
し
て
は
困
難
で
す
が
、
こ
れ

ら
生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
積
極

的
な
取
り
組
み
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

　
本
市
も
誕
生
以
来
二
十
年
を
経
過

し
、
な
お
幾
多
の
難
事
業
が
累
積
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
、
決
意
を
新

た
に
い
た
し
、
さ
ら
に
努
力
し
た
い

と
念
じ
て
お
り
ま
す
。
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一

一
十
七
議
案
を
審
議

　
　
　
　
　
　
　
市
議
会
第
四
回
定
例
会

　
市
議
会
第
四
回
定
例
会
は
、
去
る

十
二
月
九
日
か
ら
十
九
日
ま
で
開
か

れ
、
十
八
議
案
を
原
案
可
決
し
、
五

議
案
を
認
定
、
二
議
案
を
承
認
、
各

一
議
案
を
修
正
（
可
決
）
・
同
意
し

ま
し
た
。

　
議
決
さ
れ
た
主
な
議
案
は
、
昭
和

四
十
九
年
度
決
算
認
定
の
ほ
か
、
杉

の
植
栽
を
行
う
た
め
の
市
民
使
用
地

の
使
用
方
法
の
変
更
。
寿
南
、
下
川

原
、
明
石
の
三
公
園
を
整
備
し
た
こ

と
に
伴
う
十
日
町
市
都
市
公
園
条
例

の
一
部
改
正
条
例
。
固
定
資
産
評
価

員
の
選
任
。
各
種
使
用
条
例
の
一
部

改
正
。
老
人
及
び
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
条
例
等
と
な
っ
て
い
ま

す
。

地元紙・市報が情報源
としての役割を果たす
　　　地域ミニ情報実態調査

こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
下
川
原
公
園

引
換
え
は
1
月
2
0
日
か
ら

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
ハ
ガ
キ

お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の
抽
せ

ん
は
、
　
一
月
十
五
日
に
行
い
ま
す
。

　
引
換
え
期
間
は
一
月
二
十
日
か
ら

七
月
十
九
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
賞
品
の
引
換
え
は
忘
れ
な
い
う

ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

等等等
四
等

折
り
た
た
み
自
転
車

腕
時
計

封
筒
と
グ
リ
ー
テ
イ
ン
グ

カ
ー
ド
の
セ
ッ
ト

お
年
玉
切
手
シ
ー
ト

　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

申
し
込
み
は
3
月
15
日
ま
で

　
新
潟
県
勤
労
者
住
宅
資
金

　
県
は
、
昭
和
五
十
年
度
の
勤
労
者

住
宅
資
金
の
貸
付
け
を
行
な
っ
て
い

ま
す
が
、
受
付
期
問
を
三
月
十
五
日

ま
で
延
長
し
ま
す
。

　
貸
付
対
象
者
…
自
分
で
住
む
た
め

の
住
宅
を
新
築
、
増
改
築
、
購
入
し

よ
う
と
す
る
勤
労
者
。

　
貸
付
金
額
…
三
十
万
円
以
上
百
五

　ケン・リサーチ社（村野賢哉社長）では、昨年7月、地

域ミニ情報の実態調査として、本市のアンケート調

査を実施しましたが、その結果の 一部を中間報告と

してお知らせします。この調査は、本市におけるニュ

ース・話題等の情報を中心に実施されました。

　これド・の情報のなかで、見たり聞いたりしたこと

があると答えた人が多かったものは、⑩の購買関係

をはじめとして地場産業⑳、社会体育⑤、保健⑥とな

つており、逆に④⑲の教育に関連した事項はあまり

知られていないという結果でした。つぎに、この結果

（認知割合）と、これらの情報を必要としているか（必

要度）との質問の結果を比べてみると、教育⑲、防犯

②⑬⑭、保健⑥⑯、福祉⑦、社会体育⑤⑮とし・った生

活情報的な項目は、必要としているが、あまり知られ

ていないという結果でした。

　また、これらの情報を見たり聞いたりしたことが

あると答えた人は、地元紙や市報を読んでいる人ほ

ど多か⊃たことから、地元紙・市報が地域情報の情

報源としての役割をよく果しているとしています。

嫌報の内審

十
万
円
ま
で
　
利
率
…
年
八
％
　
償

還
方
法
…
十
年
以
内
の
元
金
均
等
月

賦
償
還
　
そ
の
他
…
住
宅
金
融
公
庫

融
資
の
併
用
可
能
。

　
取
扱
金
融
機
関
…
第
四
銀
行
、
北

越
銀
行
、
新
潟
相
互
銀
行
の
本
支
店
。

　
た
だ
し
、
各
銀
行
と
も
融
資
枠
を

消
化
し
た
場
合
は
、
受
付
を
停
止
し

ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
県
商
工

労
働
部
労
政
課
、
労
政
事
務
所
、
取

扱
金
融
機
関
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
（
新
潟
県
商
工
労
働
部
労
政
課
）

　
昭
和
50
年
度

　
国
民
年
金
特
別
融
資
施
設

　
簡
易
水
道

　
当
問
地
区
で
は
、
総
事
業
費
千
二

百
三
十
七
万
七
千
円
で
水
源
改
良
事

業
と
未
給
水
区
域
へ
の
給
水
工
事
を

行
い
、
当
間
地
区
全
戸
に
水
道
を
普

及
し
ま
し
た
。
ま
た
水
沢
中
央
地
区

で
は
、
総
事
業
費
千
百
二
十
四
万
円

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

　
一
月

…
「
健
康
の
日
」
の
計
画
を
た
て
よ
う

　
私
た
ち
の
か
ら
だ
が
、
こ
の
一
年
間

…
健
康
を
保
つ
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
よ
い
か
を
考
λ
、

　
5
　
腔

　
　
　
　
－
　
　
そ
の
計
画
を
た
て

　
4
　
丑

　
　
　
　
　
　
　
た
い
も
の
で
す
。

　
3
　
惚

　
　
　
　
　
　
　
寒
い
時
期
で
す
、

…
鰹
翌
⑨
誉
累
け
ず
戸

㎜
繍
　
鯛
袖
圏
藝
聾

…
撚
鱈
健
倒
し
よ
鳶

で
水
源
増
補
改
良
を
行
い
、
水
不
足

の
不
安
を
解
消
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
は
、
二
千
百
万

円
の
国
民
年
金
特
別
融
資
を
受
け
ま

し
た
。

　
し
尿
処
理
場
増
設
事
業

　
十
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組

合
の
し
尿
処
理
場
増
設
事
業
と
し
て

総
事
業
費
二
億
六
千
万
円
の
う
ち
、

五
十
年
度
は
五
干
二
十
万
円
の
国
民

年
金
特
別
融
資
を
受
け
ま
し
た
。

　
（
昭
和
四
十
九
年
度
は
一
億
千
八

百
八
十
万
円
の
融
資
）

下
川
原
町
な
ど
新
設

　
き
た
る
四
月
一
日
か
ら
行
政
区
域

の
名
称
変
更
及
び
新
設
が
行
わ
れ
ま

す
。
新
行
政
区
域
は
、
小
泉
を
分
割

し
て
「
小
泉
第
一
」
　
「
小
泉
第
二
」

「
小
泉
第
三
」
と
す
る
ほ
か
、
二
俣

口
を
「
大
石
」
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、
下
川
原

町
（
し
も
か
わ
ら
ち
ょ
う
）
を
新
し

く
設
定
し
ま
す
。

町細八
　
鎚

欝
心
い
、
、
状
、
黛
＼

燃
醸
懸
．
槌

、
、
、
、

、
￥

、
、
　
＼

＼
　
￥
＼

＼
N
　
、

＼

、
懸
騰
懸

　
　
　
　
　
　
￥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
＼
　
、

￥
＼
　
　
　
、

＼
￥
　
　
￥
＼
＼
＼
＼

①昨年市制施行20周年を記念した市民憲章が制定された。

②49年1月～11月の少年犯罪件数は前年を大幅に上まわり46

　件となり、なかでも高校生が17件で1番多くなっている。

③十日町駅にみどりの窓口ができました。

④○○小学校のA先生は20年間へき地教育にたずさわってい

　ます。

⑤6月8日から始まった“おはようサイクリング”は市役所

　前から出発します。

⑥保健課による胃の集団検診の希望者は、あなたの地区の嘱

　託員に申し込んで下さい。

⑦市福祉事務所では6月17H～25日までの間、老人の健康診

　断を実施することになり、65歳以 ヒの人で一般診療は無料

　です。

⑧十日町市にも新しくつり堀が出来ました。

⑨市では市内の勤労者を対象に、昭和50年度から住宅建設資

　金融資制度をはじめました。

⑩農協では、6月25・26日体育館において展示即売会を行いま

　す。なお、農協ではこの会場への無料バスを運行します。

⑪昭和45年頃から魚沼スカイライン道路周辺の山林に対して

　OO観光△△建設などによる買占めの動きがありました。

⑫自動車文庫“こだま号”は昨年8目からスタートしました

　が、大変な人気で読みたい本の希望も多く出されています。

⑬市内の子供の交通事故は家庭の近くでの事故が目立ってい

　ます。

⑭交通問題のシンポジウムを○月○日市民会館で行います。

⑮信濃川河川敷にスポーッ公園が計画されています。

⑯市保健課では血圧検査を実施しており、希望者は婦人会を

　通じて申し込んでください。

⑰市の市街地の人口は市の山間部落や隣接する川西町、中里

　村などからの人口流入で年間400人前後増加しています。

⑱6月22日柏崎市営グラウンドで中越地区身障者体育大会が

　開催され、市から54名の選手と応援団など100名がくり二

　みました。

⑲○○小学校のB先生の家庭訪問の資料によると「子供は学

　校へまかせておいてよいか」という関心が、も一）とも多く

　　ありました。

⑳昨年は黒羽織が生産過剰となり、今年は50％以上の減産に

　　なっています。しかし、つむぎは全国的に好況になってい

　　ます。
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新
有
権
者
感
想
文
募
集

　
自
治
省
・
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
で
は
、
新
有
権
者
の
感
想
文
を
つ

ぎ
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
テ
ー
マ
　
最
近
の
選
挙
、
あ
る
い

は
地
方
自
治
や
国
政
へ
の
参
加
に
つ

い
て
、
自
分
自
身
で
経
験
し
た
り
、

考
え
た
り
、
感
じ
た
り
し
た
こ
と
。

　
字
数
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四
枚

以
内
。

　
応
募
資
格
　
昭
和
三
十
年
一
月
一

日
か
ら
三
＋
一
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
も
の
。

　
申
込
み
　
昭
和
五
十
一
年
一
月
三

十
一
日
ま
で
に
新
潟
県
（
〒
九
五
一

新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町
六
〇
二
番

地
　
県
庁
内
）
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
応
募
上
の
注
意
　
q
D
応
募
者
の
住

謎
鰭
．
．
屡

磁
撚
避

激
　
雛
縛

黛
鯉
難
愚

彦
〃
薦
噸
悪

所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
職

業
を
原
稿
の
末
尾
に
明
記
す
る
こ
と
。

別
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、

応
募
原
稿
は
返
却
し
な
い
。

鋤
こ
の
感
想
文
募
集
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
知
っ
た
媒
体
名
（
市
報
と
お
か

ま
ち
等
）
を
記
入
す
る
こ
と
。

所
得
税
の
還
付
申
告
書

は
お
早
め
に

　
昭
和
五
十
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
と
納
税
の
相
談
は
二
月
十
六
日

か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
に
行
い
ま
す

が
、
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の

確
定
申
告
は
す
で
に
税
務
署
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
該
当
す
る
人
は
、
税
金
が

還
付
さ
れ
ま
す
の
で
早
め
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

①
五
十
年
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た
利
子
、

配
当
、
原
稿
料
な
ど
の
収
入
が
少
な

く
て
、
し
か
も
そ
の
他
の
所
得
も
あ

ま
り
多
く
な
い
人
。

②
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や
医

　
　
　
　
　
　
　
　
や
篭
．
誉
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
伊
・

－
射
、

　
　
　
　
　
　
　
レ

薯撃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
）
　
　
　
　
／

療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
、
寄
付

金
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
人
。

③
五
十
年
の
中
途
で
退
職
し
た
後
、

就
職
し
な
か
っ
た
人
で
、
年
末
調
整

を
受
け
な
か
っ
た
人
。

④
予
定
納
税
を
し
て
い
る
人
で
、
確

定
申
告
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人
又

は
確
定
申
告
の
税
額
が
、
予
定
納
税

額
よ
り
少
な
い
人
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

浅
川
原
調
整
池
に

白
鳥

　
去
る
十
二
月
十
九
日
か
ら
、
浅
川

原
調
整
池
で
は
、
白
鳥
の
親
子
が
優

雅
に
泳
ぎ
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

調
整
池
に
自
鳥
が
訪
れ
た
の
は
、
す

で
に
五
回
目
。
馬
場
和
市
郎
（
小
泉
）

さ
ん
は
、
こ
と
し
も
白
鳥
に
せ
っ
せ

と
え
さ
を
与
え
て
い
ま
す
。
白
鳥
の

え
さ
と
な
る
茶
が
ら
、
し
い
な
等
の

あ
る
方
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
先
…
吉
田
公
民
館
（
魯
二
－

二
八
七
四
番
）
ま
た
は
馬
場
和
市
郎

宅
（
三
沢
屋
商
店
魯
二
－
三
六
三
三

番
）
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▽
茂
野
き
く
（
稲
荷
町
四
）
香
典
返

し
…
…
五
万
円
　
▽
滝
沢
信
．
（
本

町
、
ご
香
典
返
し
…
…
レ
万
円
　
▽

小
川
周
策
（
水
目
）
…
：
∴
万
円

▽
上
村
重
太
郎
（
高
田
町
一
）
・

十
万
円
　
▽
根
津
政
治
（
西
浦
東
）

…
：
二
万
円
　
▽
佐
藤
元
吉
ハ
四
日

町
新
田
第
一
）
…
…
五
万
円
　
▽
田

村
政
治
（
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
）
…
…
み

か
ん
一
箱
　
▽
碓
井
重
，
。
一
（
老
人
ホ

ー
ム
ヘ
）
…
…
サ
ロ
ン
パ
ス
　
▽
ヒ

新
田
簡
易
保
険
組
合
（
代
表
・
近
藤

静
江
）
…
…
五
千
円
。

　
歳
末
助
け
合
い

　
▽
十
日
町
高
校
…
…
八
万
九
千
八

百
四
十
八
円
　
▽
山
田
浩
（
四
日
町

新
田
第
三
）
…
…
三
百
九
十
六
円

▽
十
日
町
高
校
』
一
年
二
組
…
…
二
万

千
三
十
七
円
　
▽
十
日
町
実
業
高
校

　
…
二
万
干
八
百
九
十
一
円
　
▽
十

日
町
水
道
工
業
有
志
…
…
一
万
七
干

三
百
八
十
円
　
▽
立
正
佼
成
会
十
日

町
支
部
…
…
四
万
二
千
四
百
九
十
六

円
　
▽
匿
名
－
…
千
円
　
▽
羽
竜
ト

　
　
　
　
零
訟

　
　
　
　
襲
鵯
・

　
　
　
　
～
聾
．
「
門
｝

　
　
　
、

璽鳶、
驚
喪

．
G
　
、
’

　
　
ノ鎌

　
　
　
　
　
　
ノ

ー
　
　
グ
ス
ン

グ
ス
・
’

　
　
　
“
ゼ
轟
、

　
　
　
、
　
恥
・

　
　
　
、
、
、
Σ

》
翠
壷

　
　
か
…
弓
．
，
．
．

　
　
　
　
下

き
竹

　
度
～
φ

　
　
　
ぽ

　
ろ
ー
≧
ー

　
　
　
し
々
ー

　
　
　
　
仁
薯
ワ
：

勉
．

撫　
。
♪
、

リ
　
　
　
　
　
ヤ
ず

　
、
歌

　
、
§
■
§
§
§
N

リ
（
錦
町
二
）
：

円
　
▽
匿
名

　
▽
水
落
賀
一

千
円

…
一
万
千
五
百
円

…
…
一
万
円

東
）
・

よ
の
（
昭
和
町
一
）

▽
匿
名
・
…

（
大
黒
沢
）

直
義

小
学
校
…
・

吉
（
下
条
）
…

名
：
：
：

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
：
：

七
十
三
円

…
…
三
千
六
十
円

職
員
一
同
…
：

　
▽
高
金
織
物
高
友
会
：

百
三
十
五
円

百
円

▽
十
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
…
：

三
万
九
百
六
十
円
　
▽
十
日
町
ロ
ー

　
　
固
定
資
産
視
の
課
税
対

　
象
と
な
る
宅
地
は
、
住
宅

　
用
地
と
非
住
宅
用
地
に
区

　
分
し
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ

　
こ
で
昭
和
五
レ
年
度
中
に

　
土
地
及
び
家
屋
等
を
つ
ぎ

　
の
と
お
り
異
動
し
た
方
は

　
昭
和
五
十
一
年
．
月
、
．
十

　
日
ま
で
に
市
役
所
税
務
課

　
固
定
資
産
税
係
に
申
告
し

　
て
く
だ
さ
い
。
（
用
紙
は
税

　
務
課
に
あ
り
ま
す
）
く
わ

　
し
い
こ
と
は
市
役
所
税
務

　
課
固
定
資
産
税
係
（
魯
七

　
　
　
　
…
二
万
三
百
三
十

　
　
…
…
五
千
九
．
白
五
十
円

　
　
、
（
ニ
タ
子
）
…
…
二

▽
十
日
町
砂
利
合
資
会
社
…

　
　
　
　
　
▽
下
条
婦
人
会

　
　
　
▽
本
山
フ
ジ
（
袋
町

…
三
干
八
百
円
　
▽
庭
野
み

　
　
　
　
　
…
…
二
千
円

　
：
五
千
円
　
▽
村
山
ハ
ル

　
　
…
…
二
千
円
　
▽
内
藤

（
椌
木
）
…
…
千
円
　
▽
飛
一

　
：
千
九
百
円
　
▽
村
山
兼

　
　
　
－
千
九
百
円
　
▽
匿

一
万
円
　
▽
十
日
町
北
ロ
ー

　
　
　
　
：
一
万
六
千
九
百

　
　
▽
庭
野
貴
美
子
（
泉
町
）

　
　
　
　
　
▽
十
日
町
病
院

　
　
　
九
千
三
百
八
十
八
円

　
　
　
　
　
　
　
…
三
千
八

　
　
　
▽
山
田
昭
雄
…
…
三

▽
大
島
葉
子
…
…
五
百
円

§
・
苓
、
．
堅
■
，
§
§
，
§
§
．
§
．
藁
、
蔦
■
．
§
§
，
．
§
§
§
．
藁
。
モ
臼
．
§
§
．
§
§
蓑
．
ミ

1
、
一
二
二
番
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
土
地
及
び
家
屋
の
異
動

　
■
売
買
及
び
宅
地
に
地
目
変
更
が

な
さ
れ
た
場
合

　
■
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
土

地
の
状
況
が
非
住
宅
用
地
か
ら
住
宅

用
地
に
な
っ
た
場
合

　
■
家
屋
の
構
造
変
更
が
な
さ
れ
た

も
の
及
び
取
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条
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校
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千
八
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十
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（
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）
…
…
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万
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百
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十
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…
…
三
千

八
百
三
十
円
　
▽
匿
名
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…
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▽
常
角
熊
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（
魚
之
田
川
）
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三
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▽
上
新
田
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険
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（
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・
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藤
静
江
）
…
…
五
千
円

　
▽
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（
下
条
四
丁
目
）
・

…
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類
　
▽
桑
原
正
治
（
新
座
）
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…
日
用
品
　
▽
田
中
昭
治
（
稲
荷
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四
）
保
育
所
へ
…
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み
の
木
十
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本
▽
新
川
屋
酒
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…
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八
十
コ
　
▽
上
越
舗
道
㈱
（
交
通
遺

児
に
）
…
…
三
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八
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十
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原
水
禁
十
日
町
市
協
識
会
へ

▽
松
井
愛
美
（
本
町
西
一
）
…
二
万
円

■市勢／人ロー50，491人（男24，575・女25，916）／世帯数…11，560／面積…・211．44K㎡（12月旧現在）
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徽い
　去る1月18日からの異常降雪で、1月27日現在2㍍64㌢の積雪となりまし
た。特に1月20日～1月21日までの降雪量は1㍍5㌢と観測史上最高を記録、

市民生活や市民の経済活動等に大きな打撃を与えました。
　今月は、雪と戦っている市民生活の一部をスナップ写真で
ご紹介します．　　　　　　　　　　　　　　　（レィァゥト広報協ヵ員庭野泰明）


